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西
本
願
寺
御
蔵
版
の
出
版
に
つ
い
て 

                                                                                          

堀

　

祐

彰

【
要
旨
】

聖
教
の
開
版
は
、
蓮
如
宗
主
に
よ
る
文
明
版
の
開
版
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
の
歴
代
宗
主
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
特
に
江

戸
期
に
入
り
、聖
教
の
蔵
版
本
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
聖
教（
唱
読
音　

声
明
）の
統
一
を
は
か
る
も
の
と
し
て
は
、「
浄
土
三
部
経
」・『
御

文
章
』・『
正
信
偈
和
讃
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
、『
御
文
章
』
と
『
正
信
偈
和
讃
』
は
歴
代
宗
主
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
開
版
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
真
宗
典
籍
類
の
町
版
の
乱
発
に
よ
る
混
乱
に
対
す
る
対
応
と
し
て
は
、『
教
行
信
証
』
な
ど
の
宗
祖
の
著
作
が
あ

げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
勝
手
な
改
変
を
防
ぐ
必
要
か
ら
『
教
行
信
証
』
の
町
版
を
蔵
版
化
し
、『
真
宗
法
要
』
は
多
く
の
町
版
に
は
本

文
に
間
違
い
が
多
く
、
将
来
間
違
っ
た
理
解
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
御
蔵
版
を
開
版
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
各
聖
教
の
蔵
版
本
が
出
版
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
、
蔵
版
本
以
外
の
町
版
は
多
く
出
版
さ
れ
、
売
れ
て
い
る
。
西
本
願
寺
は
、

一
部
統
制
を
し
て
町
版
の
絶
版
、
な
ら
び
に
関
係
者
に
処
罰
を
下
す
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
御
蔵
版
本
以
外
の
町
版

を
徹
底
的
に
統
制
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、江
戸
時
代
の
書
物
の
需
要
・
供
給
を
反
映
し
た
事
情
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

従
来
、
本
願
寺
に
お
い
て
聖
教
は
、
聖
教
の
書
写
を
求
め
た
者
（
門
弟
・
寺
院
）
に
対
し
て
、
本
願
寺
か
ら
正
式
な
許
可
が
与
え
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ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
書
写
・
伝
持
さ
れ
て
き
た
。
聖
教
の
書
写
・
伝
持
に
権
威
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
、
本
屋
（
書

肆
）
の
登
場
に
よ
っ
て
、
仏
書
（
聖
教
）
が
売
ら
れ
、
不
特
定
多
数
の
人
の
手
元
に
届
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
権
威
が
崩
れ
て
い
く
。

売
れ
る
仏
書
は
大
量
に
販
売
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
真
宗
聖
教
に
つ
い
て
も
売
れ
る
の
で
本
屋
は
出
版
し
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、

偽
聖
教
や
誤
っ
た
文
章
の
聖
教
が
流
布
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
西
本
願
寺
も
対
応
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

聖
教
を
西
本
願
寺
が
出
版
す
る
と
い
う
御
蔵
版
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
江
戸
期
に
お
け
る
町
版
の
真
宗
聖
教
の
事

情
を
窺
い
、
西
本
願
寺
御
蔵
版
の
出
版
に
つ
い
て
論
考
し
て
い
く
。

一　

町
版
（
民
間
刊
行
本
）
の
出
版
と
御
蔵
版

（一）　

町
版
の
盛
行

江
戸
時
代
以
前
、
印
刷
の
ほ
と
ん
ど
は
仏
教
に
関
す
る
書
籍
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
印
刷
は
寺
院
が
行
う
の
み
で
あ
っ
た
が
、
し
だ

い
に
寺
院
の
下
請
け
を
し
て
い
た
者
な
ど
が
独
立
し
て
い
き
、
版
本
を
商
品
と
し
て
売
り
出
す
本
屋
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
本
屋

と
い
う
の
は
、
典
籍
の
出
版
を
業
と
し
、
同
時
に
、
典
籍
の
販
売
を
も
行
う
店
を
い
う
。
本
屋
は
江
戸
初
期
に
は
「
物
之
本
屋
」
と
称

せ
ら
れ
て
い
た
。
物
の
本
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
の
物
事
の
根
本
に
な
る
も
の
、
と
い
う
意
で
あ
っ
て
、
聖
賢
の
教
え
を
記
し
た
も
の
、

儒
道
・
仏
道
・
神
道
の
典
籍
、
更
に
は
、
日
本
・
中
国
の
古
典
の
類
の
典
籍
、
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
必
ず
し
も
版
本
と
は
限
ら
な
い
。
写
本
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
。
本
屋
は
ま
た
、「
書
林
」「
書
肆
」
な
ど
と
も
呼
ば

れ
る
。
本
屋
仲
間
は
書
林
仲
間
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
仲
間
と
い
う
の
は
同
業
者
の
組
合
の
こ
と
で
あ
る（

1
（

。

佐
々
木
求
巳
氏
は
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
に
お
い
て
、
文
明
五
年
版
『
正
信
偈
並
三
帖
和
讃
』
に
始
ま
り
、
明
治
初
年
に
至
る
ま

で
に
開
版
さ
れ
た
真
宗
聖
教
を
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
寛
永
年
間
や
正
保
年
間
に
『
選
択
集
』
が
版
行
さ
れ
る
。『
教
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行
信
証
』
は
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）
に
出
版
さ
れ
、正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
は
寛
永
版
を
改
訂
し
、明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）・

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
も
版
の
異
な
る
『
教
行
信
証
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
六
要
鈔
』・『
浄
土
文
類
聚
鈔
』・『
愚
禿
鈔
』・

『
入
出
二
門
偈
』
の
出
版
も
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は
各
本
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
以
後
も
多
く
の
聖
教
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
庶
民
受
け
す

る
平
仮
名
の
も
の
や
絵
入
り
の
も
の
、
勉
学
に
役
の
立
つ
科
段
の
入
っ
て
い
る
も
の
や
頭
註
入
り
の
も
の
、
本
文
と
そ
の
註
疏
を
一
本

に
合
せ
て
あ
る
会
本
、教
化
集
な
ど
、様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、門
徒
の
仏
壇
に
は
『
浄
土
三
部
経
』・『
正

信
偈
和
讃
』・『
御
文
章
』
が
安
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
特
に
需
要
が
あ
っ
た
。
中
で
も
、『
正
信
偈
和
讃
』
の
出
版
数
は

多
か
っ
た
こ
と
が
当
時
の
記
録
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
こ
れ
も
様
々
な
形
式
で
売
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
本
山
発
行
の
も
の
以
外
に
、

町
版
も
存
在
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
仏
書
が
大
量
に
販
売
さ
れ
、
多
く
売
れ
た
の
で
あ
る
。

（二）　

聖
教
の
蔵
版
化

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
九
月
二
五
日
付
「
禁
制
」（「
紫
雲
殿
由
縁
記
」
所
収（

2
（

）
に
は
、『
教
行
信
証
』・『
六
要
鈔
』・『
御
伝
鈔
』

な
ど
の
聖
教
は
古
来
、
相
伝
の
秘
書
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
み
だ
り
に
拝
見
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
在
家
で
も
仮
名
聖
教
を
誤
っ
て

理
解
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
は
仏
書
が
大
量
に
売
買
さ
れ
た
が
、
町
版
の
偽
書
も
多
く
、
真
作
で
あ
っ

て
も
本
文
に
誤
り
が
あ
り
、
将
来
間
違
っ
た
理
解
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。
宗
義
安
心
の
正
統
保
持
の
た
め
に
、
聖
教

を
蔵
版
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
の
宗
祖
五
〇
〇
回
忌
の

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
仮
名
聖
教
の
叢
書
で
あ
る
『
真
宗
法
要
』
の
編
纂
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
本
屋
と
の
軋
轢
・
協
定
を

経
て
、明
和
二
年（
一
七
六
五
）七
月
二
五
日
、『
真
宗
法
要
』が
よ
う
や
く
御
蔵
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
。
ま
た
、安
永
五
年（
一
七
七
六
）

一
月
二
八
日
、
明
暦
版
『
教
行
信
証
』
と
『
六
要
鈔
』
の
板
木
を
、
本
屋
よ
り
買
い
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
、
町
版
と
し
て
残
っ
て
い

た
寛
文
版
『
教
行
信
証
』
を
も
御お

抱
か
か
え

版ば
ん

に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
さ
ら
に
唱
読
音
の
統
一
と
い
う
こ
と
で
、
本
山
よ
り
命
を
受
け
て
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玄
智（

3
（

は
「
浄
土
三
部
経
」
等
の
校
刻
を
行
い
、
後
に
御
蔵
版
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
一
方
、
以
下
述
べ
る
よ
う
に
、
歴
代
宗
主
に
よ
る
「
御
文
章（

4
（

」「
正
信
偈
和
讃
」

の
開
版
も
行
わ
れ
て
い
く
。

二　

聖
教
の
開
版

（一）　
『
御
文
章
』

①
宗
主
に
よ
る
『
御
文
章
』
の
開
版（

5
（

『
蓮
如
上
人
一
語
記
（
実
悟
旧
記
）』
に
「
明
応
八　

二
月
十
八
日
、
さ
ん
ば
の
浄

賢
所
に
て
、
前
住
上
人
へ
対
し
御
申
候
。
御
一
流
の
肝
要
を
ば
、
御
文
に
く
わ
し
く

あ
そ
ば
し
と
ゞ
め
ら
れ
候
間
、
今
は
申
ま
ぎ
ら
か
す
者
も
あ
る
ま
じ
く
候
。
此
分
を

よ
く
よ
く
御
こ
ゝ
ろ
ゑ
あ
り
、
御
門
徒
中
へ
も
仰
付
ら
れ
候
へ
と
御
遺
言
の
由
候
。

然
ば
前
住
上
人
の
御
安
心
も
御
文
の
ご
と
く
、
又
諸
国
御
門
徒
も
、
御
文
の
ご
と
く

信
を
ゑ
ら
れ
よ
と
の
支
証
の
た
め
に
、
御
判
な
さ
れ
候（

6
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
如
が

「
御
文
章
」
を
教
化
の
中
心
に
位
置
づ
け
た（

7
（

。
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
を
五

帖
八
〇
通
に
ま
と
め
て
門
末
に
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
「
五
帖
本
」
は
、
第
一
〇
代
証

如
を
は
じ
め
歴
代
宗
主
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
広
く
流
布
し
た
。
各
帖
の
巻
末
に
は

宗
主
の
名
と
花
押
が
あ
る
。
寂
如
の
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
開
版
本
の
奥
書
に
、

此
五
帖
一
部
之
文
章
者
信
證
院
蓮
如
對
愚
昧
衆
生
所
令
和
述
之
消
息
而
祖
師

貞
享
元
年
寂
如
開
版
本
奥
書
（
個
人
蔵
）
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相
傳
之
一
途
也　

庶
幾
一
流
通
俗
薫
誦
之
聴
聞
之
決
擇
正
義
發
得
信
心
速
可
遂
報
土
往
生
之
素
懷
者
也　

貞
享
元
季
九
月
廿
五

日　

寂
如
（
花
押
）
書

と
あ
る
。
こ
の
様
式
を
こ
の
後
の
本
派
歴
代
宗
主
の
五
帖
本
で
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る（

8
（

。
ま
た
、
年
記
が
宗
主
継
職
の
日
時
で
あ
る
こ
と

は
、
静
如
版
以
後
の
本
派
の
「
五
帖
本
」
に
お
い
て
み
る
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
如
の
頃
に
な
る
と
、
従
来
の
大
き
さ（

9
（

で

は
な
い
小
型
本
や
五
帖
を
合
帖
し
た
も
の
、
薄
様
の
和
紙
を
使
用
し
た
も
の
等
様
々
な
形
式
で
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、「
五
帖
本
」
よ
り
さ
ら
に
撰
出
し
た
「
御
加
え
本
（
御
取
交
ぜ
本
）（

（1
（

」 

も
「
五
帖
本
」
と
同
様
、
第
十
代
証
如
を
は
じ
め
歴

代
の
宗
主
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
広
く
流
布
し
た
。「
御
加
え
本
」
の
冠
頭
に
は
大
概
、
第
二
帖
の
第
六
通
（
掟
の
章
）
と
四
帖
の
第

一
二
通（
毎
月
両
度
の
章
）を
置
い
て
い
る
。
そ
し
て
住
如
の
頃
に
な
る
と
形
式
が
定
ま
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、第
四
帖
の
第
八
通（
八
ヶ

条
の
章
）
で
終
わ
る
八
ヶ
条
本
（
二
十
三
通
本
）
と
い
っ
た
形
式
に
な
り
、
以
降
の
宗
主
は
、
こ
の
住
如
の
形
式
を
受
け
継
い
で
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た（

（（
（

 

。
以
下
、
版
本
『
御
文
章
』
を
種
類
ご
と
に
列
挙
す
る
。

ａ
、「
五
帖
本
」

証
如
： 

天
文
年
間
に
初
め
て
刊
行
。「
五
帖
御
文
章
」
の
開
版
と
し
て
は
最
初
の
も
の
。

顕
如
： 

型
式
な
ど
は
ほ
ぼ
証
如
版
に
等
し
い
。
し
か
し
、
仮
名
遣
い
に
お
い
て
少
し
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う（

（1
（

。

准
如
： 

刻
彫
の
証
判
は
な
く
、
す
べ
て
奥
書
を
墨
書
し
て
下
附
さ
れ
た
と
い
う
。「
御
文
章
」
に
宗
主
が
直
接
筆
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
聖
教
と
し
て
宗
教
的
意
味
を
付
加
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

良
如
： 

慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
と
、
良
如
の
御
入
滅
の
年
で
あ
る
寛
文
二
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
慶
安
版
は
今

ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
版
で
あ
る
と
い
う（

（1
（

。

寂
如
： 

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）・
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
九
月
に
刊
行
。
貞
享
版
は
寂
如
書
写
本
の
刊
本
、寛
文
版
と
は
異
版
。

住
如
： 『
本
願
寺
通
記
』
巻
五
に
よ
る
と（

（1
（

、
新
開
版
で
は
な
く
、
寂
如
版
の
板
木
の
奥
付
の
み
を
改
め
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
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湛
如
： 

現
在
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
湛
如
の
在
位
は
三
箇
年
に
満
た
な
い
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

静
如
： 

静
如
は
寂
如
の
子
で
、
湛
如
の
弟
に
あ
た
り
、
湛
如
の
後
に
二
年
足
ら
ず
で
あ
る
が
西
本
願
寺
の
法
灯
を
継
い
だ
人
で
あ

る
。
し
か
し
、
世
代
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
証
判
本
は
僅
少
で
あ
る
。
形
式
は
寂
如
の
貞
享
版
と
等
し
い
と

い
う（

（1
（

。

法
如
：  

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
三
月
七
日
に
刊
行
。
奥
書
な
ど
の
本
型
は
寂
如
の
貞
享
版
を
踏
襲
し
て
お
り
、
年
記
が
継
職
の

日
時
で
あ
る
こ
と
は
、
静
如
版
以
後
の
本
派
の
五
帖
本
に
お
い
て
み
る
形
式
で
あ
る（

（1
（

。

文
如
： 

寛
政
元
年
版
は
、
法
如
版
の
年
記
と
証
判
の
み
を
改
刻
刊
行
し
た
も
の
。
法
如
入
滅
の
翌
日
の
、
文
如
の
継
職
の
日
に
刊

行
（
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
一
〇
月
二
五
日
）。

本
如
： 

証
判
の
み
で
刊
記
が
な
い
の
は
、
本
派
蔵
版
『
御
文
章
』（
五
帖
本
）
で
は
本
如
の
み
と
言
わ
れ
る（

（1
（

。

広
如
： 

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
一
二
月
に
広
如
書
写
本
の
刊
本
が
従
来
の
大
き
さ
で
、
ま
た
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
四
月

に
広
如
証
判
の
小
型
本
（
片
仮
名
付
）
が
刊
行
さ
れ
る
。「
五
帖
本
」
を
一
冊
に
合
帖
し
た
本
で
あ
り
、
本
山
版
と
し
て
は

当
時
ま
だ
な
か
っ
た
薄
様
の
和
紙
を
使
っ
て
い
る
。
本
山
版
に
し
て
小
型
本
、
ま
た
合
帖
本
は
非
常
に
珍
し
い
と
言
わ

れ
る
。
一
方
、
大
谷
派
に
お
け
る
小
型
合
帖
本
の
開
版
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
厳
如
の
時
代
以
降
で
あ
る
と
言
わ
れ

る（
11
（

。

        

ｂ
、「
御
加
え
本
（
御
取
交
ぜ
本
）（

1（
（

」

証
如
： 

御
加
え
本
の
板
木
は
、
多
く
五
帖
本
の
板
木
を
用
い
て
い
る
。
五
帖
本
の
方
が
御
加
え
本
よ
り
先
に
開
版
さ
れ
た
と
言
わ

れ
る
。
一
一
〜
三
四
通
・
三
九
〜
六
六
紙
と
形
式
は
様
々
で
あ
る
。
原
型
が
巻
子
本
と
い
う
五
通
一
四
紙
本
も
あ
る（

11
（

。
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顕
如
： 

一
〜
五
帖
目
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
し
た
御
取
交
ぜ
本
が
あ
る
。
証
判
自
署
の
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
八
〜
九
通
の
巻
子
仕

立
の
単
帖
本
も
存
在
す
る
。
一
四
〜
三
二
通
・
三
九
〜
六
三
紙
と
様
々
な
形
式
の
も
の
も
あ
る（

11
（

。

准
如
： 

五
帖
目
を
中
心
と
し
た
御
加
え
本
な
ど
相
当
数
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
一
五
・
一
八
・
二
三
・
二
四
・
二
六
〜
三
〇
通
の

五
五
・
五
七
紙
と
様
々
の
形
式
が
あ
る
。
宗
主
名
の
証
判
は
、
墨
書
き
で
あ
る
場
合
に
は
「
釋
」
の
字
が
な
い
と
言
わ
れ
る（

11
（

。

良
如
： 

御
加
え
本
の
な
か
に
は
同
版
も
あ
る
が
、
異
版
は
相
当
数
あ
る
。
二
六
〜
二
九
通
の
五
五
〜
五
八
紙
、
二
四
通
の
三
九
紙

と
様
々
な
形
式
の
も
の
が
あ
る（

11
（

。

寂
如
： 

寂
如
証
判
の
御
加
え
本
は
相
当
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
る
。
佐
々
木
求
巳
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば（

11
（

、
板
木
に
つ

い
て
、
五
帖
本
の
板
木
を
用
い
た
御
加
え
本
は
も
ち
ろ
ん
、
所
収
章
の
異
な
る
御
加
え
本
に
お
い
て
、
同
一
板
木
を
用
い

た
本
は
一
本
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
御
加
え
本
は
個
別
に
版
を
新
た
に
開
い
た
。
他
の
御
加
え
本
と
比
較
し
て

も
同
様
の
こ
と
が
見
出
し
得
る
と
思
わ
れ
る
。
大
多
数
の
御
加
え
本
の
綴
じ
込
み
に
、
各
一
貫
す
る
丁
順
を
打
っ
て
あ
る

こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
二
〇
〜
二
六
通
の
五
一
〜
五
六
紙
、
二
〇
通
の
四
四
紙
と
形
式
は
様
々
で
あ
る
。

住
如
： 

御
加
え
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
御
文
章
』
の
内
容（

11
（

、
な
ら
び
に
二
三
通
の
五
五
紙
本
と
い
っ
た
形
式
が
定
ま
っ
て
く
る
。

湛
如
： 

住
如
本
と
は
『
御
文
章
』
の
収
録
順
番
が
少
し
異
な
る（

11
（

が
、
そ
の
内
容
、
二
三
通
の
五
五
紙
本
と
い
っ
た
形
式
は
同
じ
で

あ
る
。

静
如
：
佐
々
木
求
巳
氏
に
よ
る
と
、
存
在
す
る
と
思
う
が
、
未
だ
そ
の
実
在
を
確
か
め
え
な
い
と
い
う（

11
（

。

法
如
：
住
如
本
の
『
御
文
章
』
の
収
録
内
容
と
同
じ
、
二
三
通
の
五
五
紙
本
と
い
っ
た
形
式
も
同
じ
と
い
う（

11
（

。

文
如
：
住
如
本
の
『
御
文
章
』
の
収
録
順
番
と
同
じ
、
三
通
の
五
五
紙
本
と
い
っ
た
形
式
も
同
じ
で
あ
る（

1（
（

。

本
如
：
住
如
本
の
『
御
文
章
』
の
収
録
順
番
と
同
じ
、
三
通
の
五
五
紙
本
と
い
っ
た
形
式
も
同
じ
で
あ
る（

11
（

。

広
如
： 

各
代
に
み
ら
れ
る
二
三
通
本
で
は
な
く
、二
四
通
や
二
五
通
本
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、広
如
の
花
押
が
あ
る
も
の
の
、書
体
・
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紙
質
か
ら
西
本
願
寺
版
と
は
断
言
し
難
く
、
町
版
か
も
知
れ
な
い
と
い
う（

11
（

。

      ②
『
御
文
章
』
の
町
版

寂
如
の
頃
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
正
月
一
四
日
に
、
京
都
六
条
寺
内
町
の
ゑ
ひ
す
屋
与
十
郎
が
大
坂
北
久
宝
寺
町
一
丁
目
堺
屋

孫
左
衛
門
か
ら
『
御
文
章
』
を
買
い
求
め
た
こ
と
に
よ
り
、
堺
屋
孫
左
衛
門
と
道
具
屋
八
兵
衛
が
偽
版
『
御
文
章
』
を
売
買
し
て
い
た

こ
と
が
発
覚
し
た（

11
（

。
西
本
願
寺
に
よ
る
偽
版
取
り
締
ま
り
を
確
認
で
き
る
最
も
古
い
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。

本
如
の
頃
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
六
月
に
河
内
屋
徳
兵
衛
、
播
磨
屋
五
兵
衛
両
人
は
、
本
願
寺
の
許
可
を
得
な
い
『
御
文
章
』

五
帖
一
部
、『
袖
玉
御
文
章
』
の
外
題
で
発
売
し
た
。
同
じ
く
両
人
は
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
『
御
文
章
』
の
小
本
類
板
を
発
売
し
、

翌
八
年
二
月
に
処
分
を
受
け
て
い
る
。
龍
谷
大
学
所
蔵
本
に
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
は
御
蔵
版
『
御
文
章
』
と
ま
っ
た
く
同
じ
で

あ
り
、
ま
た
非
常
に
用
い
や
す
い
小
型
本
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
重
版
と
い
う
こ
と
で
偽
版
と
な
る（

11
（

。

天
保
年
間
に
出
版
さ
れ
た
『
御
文
章
片
仮
名
付
』
が
あ
る
と
い
う（

11
（

。

弘
化
五
年
（
一
八
四
九
）
正
月
に
大
坂
鰻
谷
西
横
堀
東
江
入
ル
近
江
屋
伊
助
・
京
醒
ヶ
井
五
条
下
ル
近
江
屋
卯
兵
衛
の
両
人
が
、『
御

文
章
』
偽
版
の
刊
行
に
よ
り
、
西
本
願
寺
御
蔵
版
掛
藤
田
大
学
の
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
る
。
五
年
の
正
月
に
取
り
調
べ
を
受
け
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
偽
版
の
刊
行
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
八
）
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る（

11
（

。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
に
、
大
坂
平
野
町
淀
屋
橋
西
亀
井
町
石
川
屋
和
助
・
順
慶
町
五
丁
目
堺
屋
定
七
・
北
勘
四
郎
町
雲
屋

喜
八
・
御
前
（
カ
）
通
り
三
丁
目
近
江
屋
定
吉
等
が
『
御
文
章
』（
五
帖
一
部
小
本
）・『
御
文
章
』
を
『
正
信
偈
和
讃
』
の
末
尾
に
加

入
し
た
合
刻
本
・『
平
仮
名
御
文
章
』（
一
冊
）
を
刊
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
西
本
願
寺
御
蔵
版
掛
藤
田
大
学
の
取
り
調
べ
を
受
け
て

い
る（

11
（

。
無
刊
記
本
で
あ
る
が
、
江
戸
中
期
末
か
末
期
の
初
め
頃
の
開
版
と
さ
れ
る
町
版
の
『
御
文
章
』
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
形
式
は
本
山
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版
の
『
五
帖
御
文
章
』
に
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
が
、
町
版
と
さ
れ
る
。
な
お
、
町
版
の
大
本
五
帖
本
は
非
常
に
少
な
い
と
さ
れ
る（

11
（

。

右
の
よ
う
な
偽
版
で
は
な
い
が
、
玄
智
が
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
一
一
月
に
京
都
の
丁
字
屋
庄
兵
衛
に
よ
っ
て
出
版
し
た
『
唱
讀

指
南
』
に
は
、『
正
信
偈
和
讃
』
と
『
五
帖
御
文
章
』
に
つ
い
て
そ
れ
ら
を
唱
読
す
る
う
え
で
の
注
意
事
項
を
箇
条
書
き
に
さ
れ
て
い
る
。

御
文
章
の
項
に
は
「
惣
ジ
テ
言
音
明
爽
ニ
シ
テ
訛
な
ま
り

ナ
キ
ヤ
ウ
濫
ま
ぎ
ら

シ
キ
コ
ト
ノ
善よ
く

分わ
か

ル
ヽ
ヤ
ウ
ニ
ヨ
ム
ヲ
要
ト
ス（

1（
（

」
と
書
か
れ
て
い
る
。

『
御
文
章
』
の
偽
版
と
は
、
御
蔵
版
で
は
な
い
町
版
（
私
版
）
の
『
御
文
章
』
で
あ
る
。
多
く
の
聖
教
が
町
版
で
行
わ
れ
た
中
で
、

取
り
締
ま
り
の
対
象
の
ほ
と
ん
ど
が
『
御
文
章
』
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
史
料
で
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
三
業
惑
乱
の

影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
三
業
派
は
、
蓮
如
の
『
御
文
章
』
の
「
た
す
け
た
ま
へ
と
た
の
む
」
の
言
葉
を
重
視
し
三
業

帰
命
説（
欲
生
帰
命
説
）を
展
開
し
、宗
意
安
心
を
混
乱
に
貶
め
た
。
上
記
の
偽
版
取
り
締
ま
り
に
は
三
業
惑
乱
以
前
の
も
の
も
あ
る
が
、

三
業
惑
乱
以
後
、
学
林
所
化
に
よ
る
著
述
の
出
版
も
統
制
さ
れ
る（

11
（

こ
と
か
ら
、
宗
意
安
心
を
守
る
た
め
に
は
、
当
然
、『
御
文
章
』
の

取
り
扱
い
に
は
よ
り
一
層
目
を
光
ら
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
偽
版
『
御
文
章
』
の
取
り
締
ま
り
は
幕
末
に
い
た
る
ま
で
繰
り
返
さ
れ

て
い
た
。
板
木
（
印
刷
の
原
版
、
版
権
そ
の
も
の
で
も
あ
る
）
は
回
収
さ
れ
、
焼
却
処
分
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
重
版
等
が
多
発
し
、

組
織
が
緩
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
本
屋
仲
間
内
に
出
版
さ
れ
た
『
禁
書
目
録
』
に
も
五
帖
目
の
『
御
文
章
』
が
見
え
る
。
そ
れ
は
よ
ほ
ど

普
及
し
て
い
た
た
め
に
、
目
に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
取
り
締
ま
ら
れ
る
の
に
何
故
、
偽
版
が
出
版
さ
れ
る
の
か
。

本
来
は
本
山
が
発
行
す
る
も
の
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
入
手
に
は
複
雑
な
手
続
き
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か

も
高
価
で
あ
っ
た
た
め
に
、
廉
価
な
町
版（

11
（

で
あ
る
偽
版
が
求
め
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、『
御
文
章
』
を
単
独
で
出
版
す
る
と
取
り
締
ま

り
に
あ
う
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
三
業
惑
乱
の
『
御
裁
断
御
書
』
発
布
以
降
、『
正
信
偈
和
讃
』
の
巻
末
尾
に
『
御
文
章
』
を
数
通

補
刻
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
本
が
散
見
で
き
る（

11
（

。
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（二）　
『
正
信
偈
和
讃
』

①
宗
主
に
よ
る
『
正
信
偈
和
讃
』
の
開
版（

11
（

本
願
寺
で
は
日
常
の
勤
行
に
『
礼
讃
』
が
読
誦
さ
れ
て
き
た
が
、蓮
如
は
文
明
五
年
（
一
四
七
二
）
に
「
正
信
偈
」
に
「
三
帖
和
讃
」

を
合
わ
せ
た
四
帖
一
部
を
刊
行
（
粘
葉
本
）
し
、
こ
の
頃
か
ら
「
正
信
偈
」
と
「
和
讃
」
と
を
組
み
合
わ
せ
た
勤
行
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
文
明
本
は
、
実
如
・
証
如
・
顕
如
の
こ
ろ
、
数
度
、
翻
刻
さ
れ
、
そ
の
模
刻
も
行
わ
れ
て
い
る（

11
（

。
さ
ら
に
江
戸
期
に
入
っ

て
も
そ
れ
は
継
続
さ
れ
、
寛
文
年
間
に
は
文
明
版
の
模
刻
本
、
模
刻
本
の
覆
刻
本
も
出
て
く
る
。
江
戸
時
代
に
は
日
常
の
勤
行
と
し
て

僧
俗
と
も
に
定
着
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
量
に
出
版
さ
れ
た
。
歴
代
宗
主
は
蓮
如
の
奥
書
（
奥
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
蓮
如

の
項
目
を
参
照
の
こ
と
）
を
踏
襲
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、仏
法
興
隆
の
た
め
に
開
版
さ
れ
た
蓮
如
の
意
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
歴
代
宗
主
ご
と
に
列
挙
す
る
。

蓮
如
： 

文
明
版
を
刊
行
（
文
明
五
年
（
一
四
七
二
））。
真
宗
典
籍
最
初
の
開
版
本
で
あ
る
。

 

奥
書
：「
右
此
三
帖
和
讃
并
正
信
偈
四
帖
一
部
者
末
代
為
興
際（

11
（

板
木
開
之
者
也
而
已　

文
明
五
年
癸
巳
三
月
日
（
蓮
如
花
押
）」

証
如
： 

天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）
に
再
版
さ
れ
る
。

良
如
： 

寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
る
。
東
西
分
派
後
の
西
本
願
寺
と
し
て
は
初
め
て
の
開
版
本
で
あ
る
。
西
本
願

寺
に
お
い
て
は
、
だ
い
た
い
文
明
本
に
拠
っ
て
い
る
の
で
、
寛
永
版
も
文
明
本
の
忠
実
な
模
刻
本
で
あ
り
、
仮
名
遣
い
も

証
如
の
天
文
版
と
異
な
り
、
訂
正
さ
れ
て
お
ら
ず
、
刊
記
の
奥
書
も
、「
興
隆
」
で
は
な
く
、
文
明
本
と
同
じ
く
「
興
際
」

と
誤
刻
し
た
ま
ま
で
あ
る
と
い
う（

11
（

。

寂
如
：
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
六
月
刊
行（

11
（

。

住
如
：『
本
願
寺
通
記
』
巻
五
に
よ
る
と（

11
（

、
新
開
版
で
は
な
く
寂
如
版
の
板
木
の
奥
付
の
み
を
改
め
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

湛
如
：
五
帖
本
と
同
様
、『
本
願
寺
通
記
』
巻
五
に
よ
る
と
、「
湛
宗
主
時
未
レ
詳
」
と
言
わ
れ
る
。
湛
如
の
在
位
は
三
箇
年
に
満
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た
な
い
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う（

1（
（

。

静
如
：
佐
々
木
求
巳
氏
に
よ
れ
ば
、
静
如
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
存
在
す
る
と
言
わ
れ
る（

11
（

。

法
如
： 

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
る
。
寂
如
版
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る（

11
（

。

文
如
： 
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
刊
行
さ
れ
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
八
一
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
法
如
が
、
道
俗
勧
信

の
た
め
筆
写
さ
れ
た
『
正
信
偈
並
三
帖
和
讃
』
を
開
版
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
版
は
の
ち
に
災
亡
し
た
が
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
に
広
如
に
よ
っ
て
再
刻
さ
れ
る（

11
（

。

本
如
： 

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
六
月
一
五
日
に
刊
行
さ
れ
る
。

広
如
： 

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
一
二
月
・
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
一
一
月（

11
（

・
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
三
月
一
五
日（

11
（

・
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
に
刊
行
さ
れ
る
。
元
治
元
年
版
は
、
文
如
の
寛
政
二
年
版
の
再
刻
で
あ
る
。

②
『
正
信
偈
和
讃
』
の
町
版

『
正
信
偈
和
讃
』
の
町
版
は
非
常
に
多
く
様
々
な
様
式
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
寛
永
一
九
年
に
良
如
の
証
判
本
が
開
版
さ
れ
る

が
、
町
版
も
そ
の
頃
よ
り
存
在
し
た（

11
（

。
初
め
は
無
節
譜
本
で
あ
っ
た
が
、
後
に
有
節
譜
本
に
か
わ
っ
て
い
く
。
平
仮
名
交
じ
り
や
総
平

仮
名
と
い
っ
た
形
式
の
も
の
も
出
版
さ
れ
て
い
く（

11
（

。
形
状
は
、
粘
葉
装
の
も
の
や
袋
綴
じ
の
も
の
、
の
ち
に
は
小
型
本
も
出
版
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
巻
末
に
本
派
大
派
の
歴
代
宗
主
の
ご
命
日
表
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
無
刊
記
本
の
場
合
は
そ
れ
よ
り
刊
行
年
を
推
し
量

る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
版
を
補
刻
改
刻
し
た
り
、
覆
刻
を
し
て
増
刷
し
て
お
り
、
需
要
の
多
さ
・
享
受
の
多
様
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

す
な
わ
ち
、
一
般
門
徒
の
需
要
が
多
く
、
様
々
な
形
式
の
勤
行
用
型
・
稽
古
本
が
出
版
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
門
徒
が
自
身

の
理
解
力
に
応
じ
た
も
の
を
求
め
て
い
く
ほ
ど
、
一
般
門
徒
は
勤
行
用
『
正
信
偈
和
讃
』
を
重
視
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
西
本
願
寺
蔵
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版
の
証
判
本
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
い
数
の
需
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
門
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な
勤
行
用
を
求
め
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。『
浄
土
真
宗
教
典
志
』
巻
第
一
に
よ
る
と
、「
有フ
シ

章ツ
キ

・
無フ
シ

章ナ
シ

凡
数
十
本
。
又
小
本
附カ
ナ
ツ
キ

国
読
・
無カ
ナ
ナ
シ

国
読
亦
有
数
十
本
」

と
言
い
、
ま
た
、
諸
国
の
門
徒
に
供
さ
れ
る
た
め
、
一
度
の
発
行
数
が
何
万
部
に
及
ぶ
例
も
あ
っ
た（

11
（

。

明
和
八
年
に
玄
智
校
刻
の「
正
信
偈
和
讃
」（
片
仮
名
有
節
譜
清
獨
点
付
本
）を
刊
行
し
て
い
る
。『
真
宗
教
典
志
』巻
第
一（
二
一
七
頁
）

に
は
、「
正
信
偈
和
讃
四
冊
、（
同
）
清
濁
附
本
。
明
和
八
年
辛
卯
。
玄
智
景
耀
校
刻
。
字
様
古
雅
。
節
譜
精
密
。
濁
分
新
古
半
。
入
分

賖
促
。
附
二
字
仮
名
開
合
。
現
流
諸
本
。
無
出
其
右
。
別
有
唱
読
指
南
巻
一
。
具
叙
其
説
」
と
あ
る
よ
う
に
、玄
智
が
諸
本
を
校
合
し
、

勤
式
読
誦
用
と
し
て
開
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
玄
智
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
一
一
月
に
京
都
の
丁
字
屋
庄
兵
衛
に
よ
っ

て
『
唱
讀
指
南（

11
（

』
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
正
信
偈
和
讃
」
や
「
五
帖
御
文
章
」
を
唱
読
す
る
に
あ
た
っ
て
注
意
事
項
が
箇

条
書
き
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
舊
板
ノ
諸
本
舛
誤
少
ナ
カ
ラ
ズ
。
故
ニ
今
文
字
ヲ
訂た
だ

シ
清
濁
ヲ
分
チ
節
譜
ヲ
改
メ
テ
梓
行
セ
シ
ム
。

坊ぼ
う

刻こ
く　

マ
チ
ハ
ン

ノ
諸
本
ニ
讚
文
ノ
上
ニ
掲
書
シ
テ
某
ノ
讚
ハ
某
ノ
時
ニ
ヒ
ク
ベ
シ
ト
ア
ル
ハ
ミ
ナ
コ
レ
後
ノ
私
ワ
タ
ク
シ
ゴ
ト

意
ナ
リ
。
用
モ
チ
ヒ

否
モ
チ
ヒ
ズ

考
フ
ベ

シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
た
町
版
『
正
信
偈
和
讃
』
の
誤
り
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
当
本
で

正
し
た
と
あ
る
。

『
正
信
偈
和
讃
』
は
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
の
蓮
如
の
開
版
以
来
、
た
び
た
び
刊
行
さ
れ
た
が
、
節
譜
を
付
し
た
も
の
は
な
く
、

実
用
に
は
不
便
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
町
版
の
需
要
が
多
く
、
よ
く
売
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
町
版
に
は
誤

り
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
玄
智
は
正
し
た
も
の
を
出
版
し
た
。
広
如
の
代
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
一
一
月

に
小
本
『
正
信
偈
三
帖
和
讃
』
を
、
続
い
て
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
三
月
に
も
大
本
『
正
信
偈
三
帖
和
讃
』（
四
帖
一
部
）
が
開
版

さ
れ
、
よ
う
や
く
節
譜
付
の
御
蔵
版
が
本
願
寺
の
正
式
と
な
る
の
で
あ
る（

1（
（

。

一
方
、
節
譜
の
付
し
た
町
版
は
寂
如
の
元
禄
の
頃
よ
り
数
種
出
て
い
る
が
、
天
保
一
一
年
五
月
付
「
御
蔵
板
物
之
儀
被
仰
出
達
書
」

に
は
特
に
小
本
章
譜
の
『
正
信
偈
和
讃
』
に
つ
い
て
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
以
後
、
弘
通
を
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
坊
間
流
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布
の
不
正
の
和
讃
は
章
譜
も
相
違
し
、
寺
法
に
も
背
く
こ
と
に
な
る
か
ら
坊
刻
不
正
の
本
を
用
い
な
い
よ
う
に
と
達
書
に
申
し
添
え
ら

れ
て
い
る（

11
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
町
版
の
『
正
信
偈
和
讃
』
は
江
戸
前
期
か
ら
多
数
あ
り
、
そ
れ
ら
の
版
権
は
当
時
の
出
版
法
上
確
立
さ

れ
て
い
た
。
違
法
で
な
い
た
め
本
山
も
取
り
締
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
出
版
事
情
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
江
戸
時
代
中
期
に
は
当
時
の
出
版
法
に
お
い
て
版
権
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま

り
、
印
刷
の
原
板
を
持
っ
て
い
る
本
屋
が
版
本
出
版
の
版
権
を
持
ち
、
版
権
を
持
っ
て
い
る
本
屋
で
し
か
版
本
を
出
版
で
き
な
い
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
版
本
と
類
す
る
内
容
（
類
版
）
や
同
一
内
容
（
重
版
）
は
出
版
法
上
、
禁
止
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
そ
こ

で
西
本
願
寺
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
自
ら
の
聖
教
を
御
蔵
版
と
す
る
た
め
に
は
、
版
権
を
も
っ
て
い
る
本
屋
と
の
交
渉
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（三）　
『
真
宗
法
要（

11
（

』
の
開
版（

11
（

宗
祖
お
よ
び
本
願
寺
歴
代
宗
主
な
ど
が
著
し
た
聖
教
類
は
、
町
版
に
よ
っ
て
多
く
出
版
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
本
は
、
間
違
い
が

多
く
、
将
来
間
違
っ
た
理
解
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
西
本
願
寺
什
物
の
聖
教
の
通
り
改
正
し
て
西
本
願
寺
の
御
蔵

版
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
末
寺
に
限
り
所
持
を
許
し
、
そ
れ
以
外
の
宗
派
や
俗
人
に
は
こ
れ
ら
の
聖
教
を
持

つ
こ
と
は
許
可
し
な
い
と
し
た
。
た
だ
し
、
町
版
の
聖
教
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
り
に
売
買
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
屋
仲
間
は
、
御
蔵
版
が
で
き
れ
ば
町
版
を
出
版
し
よ
う
と
す
る
者
は
い
な
く
な
る
の
で
、
御
蔵
版
本
を
任

せ
て
も
ら
い
た
い
、
と
言
っ
て
き
た
。
当
時
の
出
版
法
上
で
は
御
蔵
版
は
大
規
模
な
重
版
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
何
と
か
こ
の
御
蔵
版

に
参
加
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
西
本
願
寺
側
は
本
屋
の
申
し
出
を
断
り
自
ら
出
版
す
る
と
主
張
し
、
本
屋
は
昔
か

ら
の
渡
世
の
術
が
な
く
な
る
と
訴
え
た
た
め
両
者
の
折
り
合
い
は
付
か
ず
、
交
渉
は
長
引
く
こ
と
と
な
っ
た
。
西
本
願
寺
は
本
屋
に
提

出
さ
せ
た
町
版
の
聖
教
目
録
一
三
〇
点
の
中
か
ら
四
〇
点
を
選
び
、
厳
密
に
校
合
し
た
後
、
そ
の
大
部
分
の
板
木
を
自
ら
作
成
し
た
が
、
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本
屋
た
ち
は
重
版
で
あ
る
と
訴
え
て
譲
ら
な
か
っ
た
。

宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）、
漸
く
事
態
は
解
決
に
向
か
う
。
奉
行
所
の
仲
介
に
従
っ
て
、
編
纂
さ
れ
た
『
真
宗
法
要
』
の
版
下
を

本
屋
に
渡
し
、
本
屋
が
本
の
仕
立
て
と
出
版
を
行
い
、
西
本
願
寺
は
そ
の
手
間
賃
を
払
う
形
で
落
着
し
た
の
で
あ
る
。
板
木
は
巻
ご
と

の
初
丁
の
板
木
を
先
版
所
有
の
本
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
所
持
し
、
他
の
版
木
を
西
本
願
寺
が
持
つ
か
た
ち
に
さ
れ
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）

に
漸
く
完
成
す
る
。
翌
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）、
本
願
寺
蔵
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
、
小
本
『
真

宗
法
要
』
も
刊
行
さ
れ
た
。

（四）　
『
教
行
信
証
』
の
開
版
・
町
版

『
教
行
信
証
』
は
上
記
の
『
御
文
章
』・『
正
信
偈
和
讃
』
と
は
異
な
り
、
町
版
が
そ
の
ま
ま
御
蔵
版
と
な
っ
て
い
く
。
町
版
の
も
の

と
し
て
、
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）・
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）・
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）・
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
刊
行
さ

れ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
寛
永
版
は
、
中
野
市
右
衛
門
道
伴
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
。
正
保
版
は
、
新
た
に
開
版
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
寛
永
版
の
誤
字
脱
字
を
訂
正
補
刻
さ
れ
た
改
訂
版
（
改
刻
本
）
で
あ
る
か
ら
、
版
株
は
寛
永
版
と
同
一
で
あ
る
。『
本

典
六
要
板
木
買
上
始
末
記（

11
（

』
に
よ
れ
ば
、寛
永
版
の
板
木
は
の
ち
に
大
坂
の
野
村
長
兵
衛
に
売
り
渡
さ
れ
た
が
、焼
失
し
た
。
焼
株
（
板

木
が
焼
失
し
、
権
利
の
み
に
な
っ
て
い
る
状
態
）
を
明
和
二
〜
三
年
頃
に
京
都
の
銭
屋
庄
兵
衛
が
手
に
入
れ
、
安
永
の
初
め
頃
に
丁
子

屋
九
郎
右
衛
門
と
板
木
（
版
権
）
を
分
け
持
つ
、
相
版
と
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
東
本
願
寺
が
焼
版
の

権
利
を
買
収
し
て
御
蔵
版
と
し
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
改
刻
し
た
。

明
暦
版
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
丁
子
屋
九
郎
衛
門
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
に
明
暦

版
を
改
刻
し
、
そ
の
時
に
数
カ
所
の
文
字
の
訂
正
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
が
、
明
暦
版
と
同
版
本
で
あ
り
、
佐
々
木
求
巳
氏
に
よ
れ
ば
、

改
刻
し
て
新
開
版
さ
れ
た
異
版
本
は
一
本
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る（

11
（

。
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そ
れ
で
は
明
暦
版
が
西
本
願
寺
の
御
蔵
版
に
な
る
過
程
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
一
二
月
初
め
、
寺
内

油
小
路
七
条
上
る
吉
野
屋
為
八
の
名
代
甚
助
が
『
教
行
信
証
』
二
版
・『
六
要
鈔
』・『
六
要
鈔
会
本
』・『
御
伝
書
』
の
五
品
を
売
り
払

う
旨
を
申
し
出
て
き
た
。
当
時
西
本
願
寺
と
不
仲
で
あ
っ
た
興
正
寺
が
板
株
購
入
の
意
思
が
あ
る
か
の
よ
う
な
風
聞
も
あ
っ
た
た
め
、

本
願
寺
は
こ
れ
ら
重
要
な
諸
本
の
出
版
権
が
他
に
渡
る
と
支
障
を
き
た
す
と
考
え
、
安
永
五
年
一
月
二
八
日
に
明
暦
版
『
教
行
信
証
』

と
『
六
要
鈔
』
の
板
木
を
買
い
上
げ
た（

11
（

。『
真
宗
法
要
』
の
よ
う
に
本
文
を
校
訂
し
た
も
の
を
御
蔵
版
と
し
、
町
版
の
聖
教
の
売
買
を

認
め
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
町
版
の
板
木
の
買
い
上
げ
は
、
勝
手
な
改
変
を
防
ぎ
、
浄
土
真
宗
の
重
要
な
聖
教
を
守
る
た
め
、

宗
義
安
心
の
正
統
保
持
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た（

11
（

。

こ
う
し
て
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、
明
暦
版
を
御
蔵
版
と
す
る
。『
真
宗
法
要
』
の
編
纂
に
従
事
し
た
僧
僕
・
道
粋
と
い
っ
た
学

僧
た
ち
が
相
次
い
で
没
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
板
木
を
買
い
上
げ
た
も
の
の
、
本
文
は
そ
の
ま
ま
で
西
本
願
寺
の
御
蔵
版
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
小
型
化
し
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
改
刻
さ
れ
る（

11
（

。

ま
た
、
寛
文
版
は
河
村
利
兵
衛
が
刊
行
し
た
。『
本
典
六
要
板
木
買
上
始
末
記
』
に
よ
る
と
、
本
屋
た
ち
が
、「
寛
文
版
『
教
行
信
証
』

ハ
、当
御
本
山
（
東
本
願
寺
）
へ
差
上
候
得
ハ
、仏
光
寺
・
専
修
寺
等
末
寺
拝
見
ノ
御
本
書
最
早
本
屋
ニ
無
御
座
候
」
と
譲
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
西
本
願
寺
は
明
暦
版
を
、
東
本
願
寺
は
寛
文
版
を
購
入
し
た
た
め
、
本
屋
と
し
て
最
後
の
一
つ
は
手
元
に
残
し
た
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
本
願
寺
側
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
で
は
重
要
な
聖
教
の
本
文
を
勝
手
に
改
変
し
流
布
さ
れ
る
危

険
が
あ
る
か
ら
可
能
な
限
り
こ
れ
を
管
理
し
た
い
意
向
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
寛
文
版
の
版
株
を
三
つ
に
し
、
も
と
も
と
版
権
を
も
っ

て
い
る
丁
子
屋
と
銭
屋
が
そ
の
二
つ
を
も
ち
、
残
り
の
三
分
の
一
を
西
本
願
寺
が
代
金
を
払
っ
て
寺
内
の
書
林
吉
野
屋
為
八
に
持
た
せ

た
。
の
ち
に
吉
野
屋
は
自
ら
の
板
株
を
返
上
し
、
そ
の
代
わ
り
に
丁
子
屋
と
銭
屋
よ
り
西
本
願
寺
に
板
木
を
提
出
し
、
西
本
願
寺
の
御

抱
版
に
し
た
い
旨
の
願
書
を
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
西
本
願
寺
は
、
な
お
こ
の
寛
文
版
を
全
て
買
い
取
り
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ

た
が
、
今
度
は
版
株
を
四
つ
に
割
り
、
東
本
願
寺
を
含
め
て
四
分
の
一
ず
つ
持
つ
こ
と
で
決
着
し
て
い
る（

11
（

。
そ
の
後
、
仏
光
寺
が
寛
文
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版
を
入
手
し
、
他
本
に
よ
り
校
合
し
た
も
の
を
仏
光
寺
御
蔵
版
と
し
て
刊
行
し
て
い
る（

1（
（

。

『
教
行
信
証
』の
御
蔵
版
以
降
、『
教
行
信
証
』の
私
版
に
対
す
る
厳
重
な
る
処
罰
が
課
せ
ら
れ
た
例
が
あ
る
。
天
保
八
年（
一
八
三
七
）

に
安
芸
の
悟
澄
が
、『
教
行
信
証
』
中
本
（
安
芸
本（

11
（

）
を
流
布
さ
せ
た
と
し
て
処
罰
さ
れ
て
い
る
。
既
に
東
西
本
願
寺
が
『
教
行
信
証
』

を
御
蔵
版
と
し
て
い
た
た
め
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
偽
版
と
見
な
さ
れ
絶
版
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
大
本
（
半
紙
本
）
で
あ
っ

た
『
教
行
信
証
』
を
中
本
（
二
冊
）
と
し
て
開
版
し
た
も
の
で
、
悟
澄
自
身
は
必
ず
し
も
利
益
を
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
本
山
は

悟
澄
の
僧
籍
を
剥
奪
す
る
と
い
う
厳
し
い
対
応
を
見
せ
て
い
る（

11
（

。
し
か
し
な
が
ら
、天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
明
暦
版
『
教
行
信
証
』

を
御
蔵
版
本
と
し
て
中
本
三
冊
で
開
版
さ
れ
る
。

（五）　
「
浄
土
三
部
経
」
の
刊
行
・
町
版（

11
（

「
浄
土
三
部
経
」
は
浄
土
真
宗
、
な
ら
び
に
浄
土
宗
の
正
依
の
経
典
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
各
寺
院
に
お
い
て
も
読
誦
用
と
し
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
門
徒
に
と
っ
て
も
『
御
文
章
』
や
『
正
信
偈
和
讃
』
と
と
も
に
家
庭
の
仏
壇
に
安
置
さ
れ
て
い

た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
江
戸
期
に
は
町
版
（
坊
刻
本
）
と
し
て
多
く
出
版
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
の
文
字
や
そ
の

唱
読
音
が
不
統
一
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
御
堂
衆
で
あ
っ
た
玄
智
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
た
だ
さ
れ
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
『
大

谷
校
点
浄
土
三
部
経
』
と
し
て
校
刻
し
た
。
そ
の
後
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
『
大
谷
校
点
浄
土
三
部
経
』
を
本
願
寺
蔵
版
『
校

点
浄
土
三
部
経
』
と
し
て
再
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
大
谷
校
点
浄
土
三
部
経
』
の
校
刻
の
後
、『
校
点
浄
土
三
部
経
』
と
し
て
蔵
版
化

さ
れ
る
ま
で
の
間
に
も
、
了
正
に
よ
る
『
三
部
妙
典
』
な
ど
の
よ
う
に
町
版
が
出
版
さ
れ
る
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
三
月
刊
の
玄

智
著
『
浄
土
三
経
字
音
考（

11
（

』
や
『
浄
土
真
宗
教
典
志（

11
（

』
を
み
る
と
、
安
永
元
年
に
玄
智
が
校
刻
し
た
『
大
谷
校
点
浄
土
三
部
経
』
に
別

人
が
手
を
加
え
、
安
永
元
〜
二
年
頃
に
町
版
に
て
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
。
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（六）　
『
蔵
外
真
宗
法
要（

11
（

』
の
開
版

本
屋
仲
間
と
の
『
真
宗
法
要
』
開
版
に
関
す
る
交
渉
に
よ
り
、
西
本
願
寺
で
は
町
版
の
聖
教
一
三
〇
部
の
う
ち
、
七
〇
余
部
を
校
訂

し
た
。
こ
の
う
ち
四
〇
余
部
は
御
蔵
版
と
し
た
が
、
残
る
三
〇
部
は
元
版
所
収
者
に
差
し
戻
す
方
針
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
町
版
（
坊

刻
本
）の
既
得
権
益
の
追
訴
を
激
し
く
主
張
し
た
本
屋
へ
の
譲
歩
で
あ
る
。
こ
の
三
〇
部
が
、後
の『
蔵
外
真
宗
法
要
』と
な
っ
た
。『
真

宗
法
要
』
開
版
か
ら
二
年
経
っ
た
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
、『
蔵
外
真
宗
法
要
』
は
西
本
願
寺
門
前
の
本
屋
で
あ
る
永
田
調
兵
衛

に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
当
初
は
御
蔵
版
本
で
は
な
か
っ
た
が
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
達
書
の
中
で
本
山
か
ら
下
付
さ
れ
る

免
物
に
同
書
が
数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
期
は
不
明
な
が
ら
後
に
本
願
寺
御
蔵
版
に
加
え
ら
れ
た（

11
（

。

（七）　

そ
の
他
の
聖
教
の
出
版（

11
（

・ 

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
…
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
一
二
月
に
准
如
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
。
漢
文
の
聖
教
開
版
の
さ
き
が
け
。

・ 

「
七
祖
聖
教
」
…
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）、大
坂
長
円
寺
崇
興
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
長
円
寺
所
蔵
『
七

祖
聖
教
』
版
木
を
本
願
寺
蔵
版
と
す
る
（
広
如
）。

・ 

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
『
往
生
要
集
釈
』、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
『
御
伝
鈔
』
に
つ
い
て
、
玄
智
が
本
山
の
命
を
受
け

て
刻
し
清
濁
句
読
を
付
す
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
春
に
板
木
が
焼
失
し
た
が
、
後
に
本
願
寺
蔵
版
と
な
る
。

・ 

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
『
愚
禿
鈔
』・『
文
類
聚
鈔
』・『
吉
水
講
式
』（『
知
恩
講
式
』・『
謝
徳
講
式
』）・『
太
子
講
式
』・『
祖
像

講
式
』・『
歎
徳
講
式
』・『
祖
像
講
式
』（
以
上
、
諸
本
清
濁
お
よ
び
句
読
を
付
す
）
の
八
部
は
、
玄
智
が
本
山
か
ら
資
を
受
け
新
刻

し
た
が
、
納
め
ら
れ
る
前
に
多
く
焼
失
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
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③
御
蔵
版
の
発
布

御
蔵
版
と
し
て
出
版
し
た
聖
教
を
西
本
願
寺
は
本
願
寺
派
の
各
寺
や
門
徒
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
の
か
。
天
保
一
一
年（
一
八
四
〇
）

五
月
付
「
御
蔵
板
物
之
儀
被
二
仰
出
一
達
書
」
に
は
御
蔵
版
と
し
て
次
の
聖
教
を
挙
げ
て
い
る
。

正
信
偈
和
讃
并
打
抜
・
仮
名
正
信
偈
和
讃
・
小
本
章
譜
正
信
偈
御
和
讃
・
領
解
文
・
五
帖
一
部
御
文
章
・
小
本
五
帖
一
部
御
文
章
・

神
明
三
箇
条
・
神
明
六
箇
条
・
六
箇
条
・
八
箇
条
〔
以
上
四
ヲ
御
加
ト
云
〕・
七
祖
聖
教
・
教
行
信
証
・
真
宗
法
要
・
帖
外
真
宗
法
要
・

御
伝
記
・
六
要
鈔
・
校
点
三
部
経
・
報
恩
講
式
・
嘆
徳
文

で
あ
る
。
ま
た
、御
本
尊
の
尊
像
図
や
六
字
御
名
号
な
ど
の
軸
物
の
他
、『
真
宗
法
要
』
を
始
め
と
し
て
御
蔵
版
の
聖
教
類
を
「
御
免
物
」

と
し
て
挙
げ
、
派
内
寺
院
や
在
家
の
人
び
と
に
お
い
て
、
御
蔵
版
で
な
い
聖
教
類
を
用
い
な
い
よ
う
に
戒
め
て
い
る
。
同
年
、
本
願
寺

派
内
学
匠
の
著
述
の
出
版
に
統
制
を
加
え
て
お
り（

11
（

、
こ
の
事
も
達
書
と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う（

1（
（

こ
の
よ
う
に
天
保
一
一
年
に
は
御
蔵
版

が
ほ
ぼ
完
成
し
、
達
書
に
よ
っ
て
門
末
に
伝
達
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
御
蔵
版
出
版
の
意
義　

〜
ま
と
め
〜

以
上
、
考
察
し
て
き
た
御
蔵
版
は
、『
御
文
章
』・『
教
行
信
証
』・『
真
宗
法
要
』・『
蔵
外
真
宗
法
要
』
と
『
正
信
偈
和
讃
』・「
浄
土

三
部
経
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
前
者
は
宗
意
安
心
に
関
わ
る
聖
教
で
あ
り
、
後
者
は
唱
読
音
に
関
わ
る
聖
教
で
あ
る
。

宗
意
安
心
を
混
乱
さ
せ
る
よ
う
な
聖
教
へ
の
対
応
は
厳
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
唱
読
音
関
係
の
、
特
に
『
正
信
偈
和
讃
』
で
は

門
末
の
需
要
が
多
く
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
町
版
で
は
対
応
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、『
御
文
章
』
に
つ
い
て
、
第
九
代
実
如
は
、
教
化
の
中
心
に
『
御
文
章
』
を
置
き
、
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
を
五
帖

八
〇
通
に
ま
と
め
て
門
末
に
授
与
し
た
。
こ
の
「
五
帖
本
」
は
、
第
一
〇
代
証
如
を
は
じ
め
歴
代
の
宗
主
に
お
い
て
も
そ
の
意
向
を
引
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き
継
ぎ
、
五
帖
本
を
開
版
し
広
く
流
布
さ
せ
た
。「
五
帖
本
」
の
特
徴
は
、
寂
如
に
よ
っ
て
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
開
版
さ
れ
た

奥
書
の
様
式
を
そ
の
後
の
本
派
歴
代
開
版
の
五
帖
本
で
は
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
年
記
が
宗
主
継
職
の
日
時
で
あ
る
こ
と
は
、

静
如
版
以
後
の
本
派
の
「
五
帖
本
」
に
お
い
て
み
る
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
如
の
頃
に
な
る
と
、
小
型
本
や
五
帖
を
一
冊

に
し
た
も
の
、
薄
様
の
和
紙
を
使
用
し
た
も
の
等
様
々
な
形
式
で
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
あ
ま
り
現
存
し
て
い
な
く
唯

一
実
見
で
き
た
町
版
の
『
御
文
章
』（『
袖
玉
御
文
章
』）
を
み
る
と
、
蔵
版
本
と
ま
っ
た
く
内
容
の
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
も
五
帖
を
一
冊
に
し
た
小
型
本
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
実
用
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
町
版
の
も
の
は
廉
価
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

『
正
信
偈
三
帖
和
讃
』
同
様
に
売
れ
行
き
も
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
町
版
の
『
御
文
章
』
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
は
繰
り
返
し
行
わ
れ
、

偽
版
の
板
木
は
回
収
さ
れ
、
焼
却
処
分
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
現
存
し
て
い
る
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。

町
版
の
聖
教
の
な
か
、
取
り
締
ま
り
の
対
象
の
ほ
と
ん
ど
が
、『
御
文
章
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
三
業
惑
乱
の
影
響
も
関
係
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
示
す
史
料
が
現
段
階
で
は
確
認
出
来
て
い
な
い
。
三
業
惑
乱
以
前
も
『
御
文
章
』
の
取
り
締
ま
り
が
あ
っ

た
が
、
三
業
派
が
蓮
如
の
『
御
文
章
』
を
利
用
し
て
自
説
を
展
開
し
、
宗
意
安
心
を
混
乱
に
貶
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
偽
版
『
御
文
章
』

に
対
し
て
目
を
光
ら
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
三
業
惑
乱
の
『
御
裁
断
御
書
』
発
布
以
降
、町
版
の
『
正
信
偈
和
讃
』
の
巻
末
尾
に
『
御

文
章
』
を
数
通
補
刻
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
本
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
偽
版
『
御
文
章
』
の
取
り
締
ま
り
と
三
業
惑
乱
の
関
係

に
つ
い
て
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
今
後
さ
ら
に
考
察
を
続
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
、「
五
帖
本
」
と
同
様
「
御
加
え
本
」
も
歴
代
宗
主
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
。
そ
の
形
式
が
統
一
さ
れ
る
の
は
、
住
如
以
降
で

あ
る（

11
（

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
帖
本
と
同
様
、
広
如
の
頃
に
な
る
と
従
来
の
形
式
と
異
な
っ
た
も
の
も
出
て
く
る
。

『
正
信
偈
和
讃
』
に
つ
い
て
、
文
明
五
年
（
一
四
七
二
）
の
蓮
如
に
よ
る
開
版
本
の
「
正
信
偈
」
に
は
漢
字
に
読
み
を
あ
ら
わ
す
ル

ビ
が
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
和
讃
に
は
音
階
を
示
す
節
譜
が
な
い
。
そ
の
後
の
宗
主
証
判
の
『
正
信
偈
和
讃
』
い
ず
れ
も
節
譜
を
付
し

た
も
の
で
は
な
い
。
節
譜
付
の
御
蔵
版
が
西
本
願
寺
の
正
式
と
な
る
の
は
、
広
如
の
代
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
一
一
月
に
小
本
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『
正
信
偈
三
帖
和
讃
』、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
三
月
に
も
大
本
『
正
信
偈
三
帖
和
讃
』（
四
帖
一
部
）
が
開
版
さ
れ
、
よ
う
や
く
実

現
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
節
譜
の
付
し
た
町
版
は
寂
如
の
元
禄
の
頃
よ
り
数
種
出
て
お
り
、
平
仮
名
交
じ
り
や
総
平
仮
名
の
も
の
、

形
状
も
粘
葉
装
の
も
の
や
袋
綴
じ
の
も
の
、の
ち
に
は
小
型
本
も
出
版
さ
れ
、非
常
に
多
様
な
形
式
で
出
版
さ
れ
て
い
る
の
が
町
版
『
正

信
偈
和
讃
』
の
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
般
門
徒
の
需
要
が
多
い
た
め
、
様
々
な
形
式
で
勤
行
用
型
・
稽
古
本
『
正
信
偈
和
讃
』
が

出
版
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、『
教
行
信
証
』
と
『
真
宗
法
要
』
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、ま
ず
、『
教
行
信
証
』
は
、浄
土
真
宗
の
重
要
な
聖
教
で
あ
る
の
で
、

勝
手
に
改
変
を
し
た
も
の
の
流
布
を
防
ぎ
、
宗
意
安
心
の
正
統
保
持
の
た
め
に
町
版
を
買
い
上
げ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
そ
し
て
、
町
版
の
明

暦
版
を
そ
の
ま
ま
西
本
願
寺
の
御
蔵
版
本
と
し
た
。
一
方
、『
真
宗
法
要
』
に
お
い
て
は
、
多
く
出
版
さ
れ
て
い
た
町
版
の
聖
教
類
は

本
文
に
間
違
い
が
多
く
、
将
来
間
違
っ
た
理
解
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
学
僧
に
よ
っ
て
本
文
を
厳
密
に
校
訂
さ
れ

た
正
統
な
聖
教
を
西
本
願
寺
御
蔵
版
と
し
て
開
版
し
、
一
方
い
ま
ま
で
通
り
町
版
の
出
版
も
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者

と
も
本
願
寺
派
の
末
寺
に
限
り
所
持
を
許
し
、
そ
れ
以
外
の
宗
派
や
俗
人
に
は
こ
れ
ら
の
聖
教
を
も
つ
こ
と
を
許
可
し
な
い
こ
と
と
し

た
。
町
版
を
買
い
上
げ
て
そ
の
ま
ま
御
蔵
版
本
と
し
た
『
教
行
信
証
』
の
場
合
の
対
応
と
異
な
る
の
は
、『
真
宗
法
要
』
の
編
纂
時
期

の
宝
暦
か
ら
明
和
年
間
に
か
け
て
は
西
本
願
寺
学
林
が
充
実
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た（

11
（

。『
真
宗
法
要
』
開
版
に
お
い
て
は
、
本
屋
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。
町
版
の
聖
教
を
改
正
し
て
御
蔵
版
本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
と
、
町
版
は
売
れ
な
く
な
る
と
い
う
危
惧
が
あ
っ

た
が
、
か
え
っ
て
御
蔵
版
本
と
な
っ
た
聖
教
の
売
れ
行
き
は
良
好
で
あ
っ
た
。
一
方
、
御
蔵
版
本
以
外
の
聖
教
の
売
れ
行
き
は
落
ち
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
よ
り
、
校
訂
済
み
の
な
か
残
っ
た
三
〇
部
に
つ
い
て
も
『
蔵
外
真
宗
法
要
』
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
順
調
に
行

わ
れ
た
。

「
浄
土
三
部
経
」
の
場
合
は
、
少
し
事
情
が
異
な
る
。
玄
智
に
よ
る
『
大
谷
校
点
浄
土
三
部
経
』
の
校
刻
は
、
経
の
文
字
や
そ
の
唱

読
音
を
統
一
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
校
点
浄
土
三
部
経
』
と
し
て
蔵
版
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
経
の
文
字
は
蔵
版
本
で
は
統
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一
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
版
統
制
が
か
け
ら
れ
る
『
教
行
信
証
』・『
御
文
章
』
と
い
っ
た
聖
教
と
違
い
、
そ
の
後
も
町
版

の
「
浄
土
三
部
経
」
が
出
版
さ
れ
て
い
る（

11
（

も
の
の
、
出
版
の
ト
ラ
ブ
ル
が
書
か
れ
て
い
る
『
済
帳
標
目
』
等
を
み
て
も
本
願
寺
か
ら
お

咎
め
を
受
け
た
と
い
う
よ
う
な
記
録
も
な
い
。
し
か
も
経
の
文
字
が
蔵
版
本
と
相
違
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る（

11
（

。

以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、町
版
の
『
御
文
章
』
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
、勝
手
な
改
変
を
し
た
も
の
の
流
布
を
防
ぐ
た
め
の
『
教

行
信
証
』
の
買
い
上
げ
、『
真
宗
法
要
』
の
よ
う
に
本
文
に
間
違
い
が
多
い
町
版
の
聖
教
を
改
正
し
て
御
蔵
版
本
と
す
る
よ
う
な
西
本

願
寺
の
対
応
は
、
宗
意
安
心
を
混
乱
さ
せ
る
よ
う
な
聖
教
の
出
版
に
対
し
て
取
り
締
ま
り
、
正
し
い
内
容
の
聖
教
を
流
布
さ
せ
る
た
め

で
あ
っ
た
。
一
方
、「
浄
土
三
部
経
」
や
『
正
信
偈
和
讃
』
と
い
っ
た
唱
読
関
係
の
出
版
に
関
し
て
は
寛
容
で
あ
っ
た
。
御
蔵
版
以
外

の
町
版
を
徹
底
的
に
統
制
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
門
末
の
要
求
に
臨
機
応
変
に
対
応
出
来
な
い
蔵
版
本
に

対
し
て
、
町
版
は
そ
の
需
要
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
蔵
版
本
以
外
の
町
版
を
徹
底
的
に
は
統
制
で
き
な
い
事
情
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
1
） 

宗
政
五
十
緒
、
朝
倉
治
彦
編
『
京
都
書
林
仲
間
記
録　

解
説
及
び
書
名
索
引
』（
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
⑤
）　

ゆ
ま
に
書
房　

昭
和
五
十
五
年　

三
〜
四

頁
参
照
。
そ
の
本
屋
仲
間
は
天
保
の
改
革
で
一
時
解
散
し
て
い
る
。

（
2
） 『
真
宗
全
書
』
七
〇
巻
四
〇
〇
頁
。

（
3
） 

玄
智
：
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
〜
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）。
字
は
景
耀
、
若
嬴
。
号
は
、
孝
徳
坊
、
曇
華
室
。
京
都
西
六
条
（
下
京
区
西
中
筋
通

六
条
上
ル
）
慶
証
寺
七
世
。
河
内
生
ま
れ
、
僧
僕
に
師
事
し
、
慶
証
寺
六
世
玄
誓
の
嗣
と
な
る
。
堂
衆
と
し
て
『
正
信
偈
和
讃
』・「
浄
土
三
部
経
」
の

唱
読
音
を
正
し
、
宗
史
の
研
究
に
つ
と
め
『
本
願
寺
通
記
』
な
ど
を
著
し
た
。

（
4
） 

本
願
寺
が
蓮
如
の
「
ふ
み
」
を
「
御
文
章
」
と
称
す
る
の
は
寂
如
以
後
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
御
文
章
」
と
い
う
表
記
に
統
一
し
た
。

（
5
） 

龍
谷
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
以
下
の
宗
主
の
開
版
本
を
確
認
し
た
（
良
如
・
寂
如
・
法
如
・
広
如
・
広
如
［
小
本
］）。
な
お
、
確
認
で
き
な
い
宗
主
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の
開
版
本
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
を
参
照
し
た
。

（
6
） 『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』「
五
、
相
伝
篇
下
」
七
四
四
頁
下
。

（
7
） 
前
掲　

六
二
頁
参
照
。

（
8
） 
佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
二
九
四
頁
参
照
。

（
9
） 

現
在
の
御
文
章
の
サ
イ
ズ
は
、
縦
二
七
セ
ン
チ
×
横
二
一
セ
ン
チ
で
あ
り
、
歴
代
宗
主
の
証
判
本
も
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
小
本
は
縦
一
九
セ
ン

チ
×
横
一
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

（
10
） 

稲
葉
昌
丸
氏
に
よ
る
と
、
単
帖
本
の
名
称
と
し
て
、
五
帖
内
の
御
文
章
を
彼
是
取
り
交
ぜ
た
も
の
を
「
御
取
交
ぜ
本
」
と
言
い
、
第
五
帖
に
他
帖
の
御

文
章
を
多
少
加
え
た
も
の
を
「
御
加
え
本
」
と
言
っ
て
い
る
（
稲
葉
昌
丸
編
『
諸
版
対
校
五
帖
御
文
定
本
』
参
照
）。
歴
代
宗
主
に
よ
る
開
版
に
は
「
御

加
え
本
」
だ
け
で
な
く
、「
御
取
交
ぜ
本
」
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
開
版
の
ほ
と
ん
ど
は
「
御
加
え
本
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う

に
表
記
し
た
。

（
11
） 

従
来
よ
り
第
四
帖
の
第
八
通
（
八
ヶ
条
の
章
）
で
終
わ
る
八
ヶ
条
本
（
二
十
三
通
本
）、第
四
帖
の
第
七
通
（
六
ヶ
条
の
章
）
で
終
わ
る
六
ヶ
条
本
（
二
十
四

通
本
）
の
二
種
類
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
八
ヶ
条
本
の
み
確
認
で
き
た
。

（
12
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
三
〇
頁
。

（
13
） 

大
原
誠
「
偽
版
御
文
章
の
流
布
に
つ
い
て
」（『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』
第
三
二
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）

（
14
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
八
九
五
頁

（
15
） 『
本
願
寺
通
記
』
巻
五
、
寛
保
元
年
三
月
の
こ
ろ
に
は
、「
和
讃
勧
章
跋
語
等
年
時
即
記
継
席
年
時
。［
住
宗
主
時
、
全
用
二
寂
宗
主
文
一。
唯
易
二
法
諱
一
耳
。

湛
宗
主
時
未
レ
詳
］」
と
あ
る
。

（
16
） 『
本
願
寺
通
記
』
巻
五
に
よ
る
と
、「
湛
宗
主
時
未
レ
詳
」
と
言
わ
れ
る
。

（
17
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
五
一
一
頁
。

（
18
） 

前
掲　

六
四
七
頁
。

（
19
） 

前
掲　

七
〇
二
〜
七
〇
三
頁
。

（
20
） 

前
掲　

七
六
〇
〜
七
六
一
頁
。

（
21
） 

以
下
の
各
宗
主
に
よ
る
開
版
本
に
つ
い
て
は
、ま
ず
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
・
京
都
専
応
寺
蔵
本
で
確
認
し
、さ
ら
に
佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』

の
記
述
を
参
照
し
た
。

（
22
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
二
一
〜
二
九
頁
参
照
。
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（
23
） 

前
掲　

三
一
〜
三
九
頁
参
照
。

（
24
） 
前
掲　

四
一
〜
四
四
頁
参
照
。

（
25
） 
前
掲　

八
一
〜
八
四
頁
参
照
。

（
26
） 

前
掲　

一
九
四
〜
一
九
七
頁
。

（
27
） 

内
容
は
、
二
帖
の
六
通
・
四
帖
の
一
二
通
・
五
帖
の
一
通
よ
り
一
二
通
ま
で
・
四
帖
の
一
五
通
・
五
帖
の
一
六
通
・
三
帖
の
三
通
四
帖
の
四
通
・
一
帖

三
通
よ
り
一
帖
五
通
・
四
帖
の
一
〇
通
・
四
帖
の
八
通
で
あ
る
。

（
28
） 

京
都
専
応
寺
蔵
で
は
、『
御
文
章
』
の
収
録
順
番
は
、
二
帖
の
六
通
・
四
帖
の
一
二
通
・
五
帖
の
一
通
よ
り
一
二
通
ま
で
・
四
帖
の
四
通
・
四
帖
の
一
五
通
・

五
帖
の
一
六
通
・
一
帖
の
三
通
よ
り
五
通
ま
で
・
三
帖
の
三
通
・
四
帖
の
一
〇
通
・
四
帖
の
八
通
で
あ
る
。

（
29
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
五
一
一
頁
。

（
30
） 

前
掲　

五
一
四
頁
。

（
31
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
六
六
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
で
確
認
し
た
。

（
32
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
七
〇
三
頁
の
掲
載
の
内
容
、
な
ら
び
に
京
都
専
応
寺
蔵
本
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。

（
33
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
七
五
九
頁
。

（
34
） 『
本
願
寺
史
』（
第
二
巻
）
四
三
五
頁
。

（
35
） 

大
原
誠
「
偽
版
御
文
章
の
流
布
に
つ
い
て
」（『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』
第
三
二
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）
参
照
。

（
36
） 

万
波
寿
子
「
近
世
期
の
『
御
文
』
お
よ
び
『
帖
外
御
文
』
の
姿
と
出
版
」（『
國
文
學
論
叢
』
第
六
十
一
輯　

二
〇
一
六
年
二
月
）

（
37
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
八
〇
四
頁
。

（
38
） 

前
掲　

八
二
一
頁
。

（
39
） 『
本
願
寺
史
』
第
二
巻　

四
三
六
頁
参
照
。

（
40
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
八
八
九
頁
。

（
41
） 

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
。

（
42
） 『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
』（
第
二
巻
）
四
〇
三
頁
。

（
43
） 

大
原
誠「
偽
版
御
文
章
の
流
布
に
つ
い
て
」（『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』第
三
二
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）ま
た
、「
た
と
え
ば
五
帖
一
部
大
本
の
御
文
章
は
、

正
規
の
手
続
き
に
よ
り
本
願
寺
に
願
い
出
れ
ば
「
銀
百
廿
匁
」
の
礼
銀
に
よ
り
下
付
さ
れ
る
。
し
か
し
同
等
の
偽
版
御
文
章
は
「
金
二
百
疋
」
と
あ
る

か
ら
約
四
分
の
一
程
度
の
値
段
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
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（
44
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
七
三
六
・
七
三
七
・
七
五
八
・
七
六
六
・
七
六
七
・
七
七
五
・
七
八
六
・
七
八
七
・
八
〇
九
頁
に
見
え
る
。『
御
文
章
』
の

通
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
六
・
一
〇
・
一
二
通
と
あ
る
。

（
45
） 
以
下
の
各
宗
主
に
よ
る
開
版
本
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
で
確
認
し
、
さ
ら
に
佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
の
記
述
を
参

照
し
た
。

（
46
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
一
七
頁
。

（
47
） 「
興
際
」
が
原
本
通
り
で
、
正
確
に
は
「
興
隆
」
で
あ
る
。

（
48
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
一
一
〇
頁
参
照
。

（
49
） 『
本
願
寺
通
記
』
巻
三
に
「
寛
永
十
九
年
刻
全
用
文
明
五
年
文
今
刻
少
修
旧
文
」
あ
る
よ
う
に
、
文
明
版
に
拠
っ
て
い
る
良
如
版
（
寛
永
十
九
年
版
）
に

二
三
修
正
を
施
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
50
） 『
本
願
寺
通
記
』
巻
五
、
寛
保
元
年
三
月
の
こ
ろ
に
は
、「
和
讃
勧
章
跋
語
等
年
時
即
記
継
席
年
時
。［
住
宗
主
時
、
全
用
寂
宗
主
文
。
唯
易
法
諱
耳
。
湛

宗
主
時
未
詳
］」
と
あ
る
。

（
51
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
五
一
〇
頁
。

（
52
） 

佐
々
木
求
巳
氏
に
よ
る
と
、『
本
願
寺
通
記
』
巻
五
の
静
如
の
項
に
、「
和
讃
勧
章
跋
語
等
年
時
即
記
継
席
年
時
」
と
あ
る
か
ら
、
玄
智
は
静
如
証
判
本

を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
静
如
以
下
の
歴
代
宗
主
開
版
の
『
御
文
章
』
五
帖
本
・『
正
信
偈
和
讃
』
は
、
継
職
の
年
時
を
奥
書
に
記
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
（『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
五
一
一
、五
一
三
頁
参
照
）。

（
53
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
五
一
三
頁
。

（
54
） 

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
の
奥
書
よ
り
確
認
し
た
。

（
55
） 『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
』
第
二
巻
（
三
八
六
頁
）
に
よ
る
と
、
小
本
で
節
譜
付
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
佐
々
木
求
巳
氏
に
よ
れ
ば
、
大
谷
派
に
お
い
て

有
節
譜
本
は
江
戸
時
代
に
は
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
彰
如
に
よ
っ
て
、
初
め
て
有
節
譜
本
が
刊
行
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
（『
真

宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
八
二
二
頁
）。

（
56
） 『
本
願
寺
史
』
第
二
巻
（
四
一
六
頁
）
に
よ
る
と
、嘉
永
三
年
刊
行
と
あ
る
が
、佐
々
木
求
巳
氏
に
よ
る
と
、嘉
永
三
年
本
は
未
だ
伝
聞
し
た
こ
と
が
な
い
。

嘉
永
元
年
本
の
写
し
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
問
を
も
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
（
佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
八
二
九
〜
八
三
〇
頁
）。

（
57
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
一
一
五
頁
。

（
58
） 

元
禄
年
間
に
は
有
節
譜
本
、
平
仮
名
交
じ
り
や
総
平
仮
名
と
い
っ
た
形
式
の
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
く
。
正
信
偈
・
念
仏
和
讃
・
回
向
よ
り
な
る
総
平

仮
名
の
稽
古
本
や
寛
文
年
間
頃
と
思
わ
れ
る
平
仮
名
版
も
あ
る
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
半
紙
版
の
も
の
も
あ
り
、
宝
永
七
年
の
再
刊
本
も
あ
る
。
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元
禄
年
間
以
前
の
も
の
と
し
て
は
、
勤
式
用
型
胡
蝶
綴
本
の
総
仮
名
本
あ
り
。
ほ
か
に
「
改
悔
文
付
」・「
和
讃
四
十
八
首
付
」・「
和
讃
ヒ
ラ
仮
名
付
」、「
正

信
偈
」が「
帰
命
無
量
…
」「
唯
可
信
斯
…
」の
二
行
し
か
な
い
変
形
本
と
か
様
々
な
形
式
の
も
の
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
平
仮
名
正
信
偈
和
讃
』に
つ
い
て
、

「
類
版
頗
る
多
く
、年
代
の
判
然
せ
る
も
の
に
元
禄
五
年
・
元
禄
七
年
・
正
徳
三
年
の
刻
本
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
真
宗
温
古
図
録
』（
第
２
輯
）
参
照
）。

（
59
） 『
仮
名
正
信
偈
一
件
』
龍
大
図
書
館
蔵
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
聖
教
出
版
に
関
す
る
記
録
に
よ
る
。

（
60
） 

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
。

（
61
） 『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
』（
巻
二
）
二
四
五
頁
。

（
62
） 

前
掲　

三
九
九
〜
四
〇
〇
頁
。

（
63
） 

全
三
一
卷
。
宗
祖
お
よ
び
本
願
寺
歴
代
宗
主
な
ど
が
著
し
た
和
語
の
聖
教
な
ど
三
九
部
六
一
七
巻
を
収
め
る
。
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
の
宗
祖

五
〇
〇
回
忌
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
本
願
寺
派
仮
名
聖
教
テ
キ
ス
ト
の
叢
書
。

（
64
） 

万
波
寿
子
「
御
蔵
版
『
真
宗
法
要
』
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
65
） 『
真
宗
全
書
』
第
七
四
巻
所
収
。
四
五
四
頁
参
照
。

（
66
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
一
七
三
頁
参
照
。

（
67
） 『
本
典
六
要
板
木
買
上
始
末
記
』（『
真
宗
全
書
』
七
四
巻
所
収
）
四
五
二
頁
以
下
参
照
。『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
』
三
九
七
頁
。

（
68
） 

万
波
寿
子
「
西
本
願
寺
の
寺
内
書
林
」（『
古
典
文
藝
論
叢
』
第
一
号　

文
藝
談
話
会　

二
〇
〇
九
年
）

（
69
） 『
浄
土
真
宗
聖
典
』（
註
釈
版
）
年
表　

二
〇
頁
以
下
参
照
。

（
70
） 

万
波
寿
子
「
西
本
願
寺
の
寺
内
書
林
」（『
古
典
文
藝
論
叢
』
第
一
号　

文
藝
談
話
会　

二
〇
〇
九
年
）

（
71
） 

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』
七
九
七
頁
。

（
72
） 

安
芸
本
（
悟
澄
本
）
は
、
龍
谷
大
学
図
書
館
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
73
） 

万
波
寿
子
「『
真
宗
法
要
』
開
版
以
後
の
御
蔵
版
の
状
況
」
四
七
頁
参
照
。

（
74
） 

拙
稿
「
本
願
寺
蔵
版
「
浄
土
三
部
経
」
の
特
徴
に
つ
い
て
」（『
龍
谷
教
学
』
第
五
一
号　

二
〇
一
六
年
）

（
75
） 

玄
智
は
『
浄
土
三
経
字
音
考
』
の
国
字
読
諸
本
の
な
か
に
、「
又
近
刻
本
有
僅
於
若
干
字
以
国
字
旁
注
音
読
者
。
此
本
不
肖
所
草
。
而
有
人
伝
写
潜
令
書

賈
刻
之
者
耳
。
原
本
已
出
倉
卒
。
更
有
別
人
加
添
。
以
故
薫
蕕
雜
居
非
無
取
舍
焉
」
と
記
し
て
い
る
。

（
76
） 『
浄
土
真
宗
教
典
誌
』第
一
に「
又
京
板
本
有
摸
之
者
以
上
諸
本
。
国
字
音
読
。
都
是
薫
蕕
雜
居
。
非
無
取
舍
読
者
択
焉
」と
記
し
て
い
る
。（『
真
宗
全
書
』

七
四
巻
二
一
七
頁
）
と
あ
り
、
佐
々
木
求
巳
氏
は
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』（
六
〇
六
頁
）
に
お
い
て
、「
京
板
本
」
と
は
玄
智
が
校
刻
し
た
『
大
谷
校

点
浄
土
三
部
経
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
別
人
が
手
を
加
え
た
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
と
言
っ
て
い
る
。
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（
77
） 

五
巻
。『
真
宗
法
要
』の
後
を
承
け
て
和
語
の
聖
典
五
部
を
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
五
部
と
は『
本
尊
色
紙
文
』・『
横
川
法
語
』・『
覚
如
上
人
敬
白
文
』・

『
光
明
名
号
因
縁
』・『
山
科
連
署
記
』
で
あ
る
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
が
、編
輯
人
の
名
を
記
し
て
な
い
。
玄
智
の
『
浄
土
真
宗
教
典
志
』

巻
一
に
は「
明
和
年
中
有
人
校
刻
す
。
装
潢
朱
紺
全
く
真
宗
法
要
の
体
様
を
模
す
。
表
題
の
首
に
真
宗
法
要
の
四
字
を
細
書
し
、称
し
て
蔵
外
法
要
と
曰
ふ
」

と
あ
る
。

（
78
） 

万
波
寿
子
「『
真
宗
法
要
』
開
版
以
後
の
御
蔵
版
の
影
響
」
三
六
頁
。

（
79
） 『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
』（
第
二
巻
）
三
九
八
〜
三
九
九
頁
。

（
80
） 『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
』（
第
二
巻
）
四
〇
三
頁
。

（
81
） 

万
波
寿
子
「
御
蔵
版
『
真
宗
法
要
』
に
つ
い
て
」
二
〇
頁
。

（
82
） 

従
来
よ
り
六
ヶ
条
本
と
八
ヶ
条
本
の
二
種
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
に
第
二
帖
第
六
通
の
掟
の
章
と
第
四
帖
第
一
二
通
の
毎
月
両

度
の
章
を
お
き
、
上
記
の
よ
う
な
順
番
で
第
五
帖
各
通
な
ど
を
並
べ
て
い
き
、
最
後
に
第
四
帖
第
七
通
の
六
ヶ
条
の
章
を
お
く
の
を
六
ヶ
条
本
と
い
い
、

一
方
、
大
抵
前
者
に
同
じ
く
各
通
を
並
べ
て
い
き
、
最
後
に
第
四
帖
第
八
通
の
八
ヶ
条
の
章
を
お
く
の
を
八
ヶ
条
本
と
い
う
（『
真
宗
大
辞
典
』（
第
一
）

二
二
二
頁　

参
照
）
こ
と
で
あ
る
が
、
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
、
京
都
専
応
寺
所
蔵
本
等
に
よ
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
上
記
の
二
種
類
の
な
か
、
八
ヶ

条
本
し
か
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
83
） 

万
波
寿
子
「
西
本
願
寺
の
寺
内
書
林
」（『
古
典
文
藝
論
叢
』
第
一
号　

文
藝
談
話
会　

二
〇
〇
九
年
）

（
84
） 

万
波
寿
子
「『
真
宗
法
要
』
開
版
以
後
の
御
蔵
版
の
状
況
」
三
五
頁
参
照
。

（
85
） 『
濟
帳
標
目
』
の
文
化
年
間
以
降
を
み
る
と
、 

天
保
九
年
・
天
保
十
一
年
・
嘉
永
七
年
に
お
い
て
町
版
「
浄
土
三
部
経
」
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
天

保
十
三
年
（
一
八
四
三
）
に
は
、
浄
土
宗
の
大
雲
院
勤
息
的
門
が
校
訂
し
た
華
頂
王
宮
蔵
版
が
刊
行
（
花
園
宗
善
「
浄
土
三
部
経
音
読
解
説
」（『
浄
土

宗
聖
典
第
一
巻
』
巻
末
の
論
文
）
参
照
）
さ
れ
る
の
で
、
浄
土
宗
関
係
の
記
事
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
西
本
願
寺
御
用
書
林
で
あ
る
永
田
の

名
前
が
あ
り
、「
訓
点
校
異
入
」
の
「
浄
土
三
部
経
」、
年
代
か
ら
考
え
て
「
三
部
妙
典
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
安
永
九
年
の
了
正
の
「
三
部
妙
典
」

を
は
じ
め
、
西
本
願
寺
関
係
の
「
浄
土
三
部
経
」
の
町
版
（
坊
刻
本
）
が
他
に
も
多
数
出
版
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
。

（
86
） 

京
都
念
仏
寺
旧
蔵
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
刊
本
「
浄
土
三
部
経
」
と
蔵
版
本
を
比
較
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

西
本
願
寺　

御
蔵
版　

出
版


